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提西池， 5-湘（多数目撃）。 最近 あまり見ら 以上55種が筆者の今年 一 年間の記録である。 先
れなくなった種であるが可 上の二つの地域では にも述べたように， このままでは言うまでもなく
多産する。 不十分な成果であるが， 今後共 一層より深い調資

乱 ウスバキトンボ を続け， 十分なものにしていきたいと思う次第で
豊川市， お ー VII (2含1 9-)；鳳来寺， 26ー ある。 今回はその第 一歩として， 三河地方におけ

VII (1含） ；新城市， 29-VII（l 9)。 平地や るトンポの記録， 第一報を報告したに過ぎない。
低山地に普通に見られ， 群れをなす。 時として
かなりの個体を目撃することも少なくない。 【参考文献】

55. ハ．＇ッチ ョウトンボ

長沢， 8-vr （l含） ；堅山， 20-\f(3含
2 �) :豊田市， 23-vr （2 $ 2 9） ：作手村，
12-W(2�):その他にも記録あり。 各地の
休耕田や湿地帯に少なくない。
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私 と 昆 虫
一その7- 渡 辺 一 雄

私の小学校時代に， 横山桐郎著「虫の絵物語」
という本がでた。 昭和の初めのことで， 当時は子

供向きの手頃な虫の本などはほとんどなかった。

この本が， 虫好きの私に大きな影響を与えたこと
はまちがいない。 数十年たった今でも， 高山チ ョ
ウやトリバネチョウなどの絵や平凡な虫について
の巧みな文章が私の脳裡にかなり鮮明に残されて
しヽる。

ことがつい先頃のように思われる。 クロ コムラサ

キのなまえは， 九州大学の江崎悌三博士のところ
へ送ってはっきりしたもので， 極めて珍しいチ ョ
ウだと折紙をつけられた感激はたいへんなものだ
った。 昭和9年 ， 浜松第一中学校で恒例の北ア）レ
プス登山があった。 希望者9名が2人の先生に引
率された。 私はまだ見ぬ高山蝶にあこがれて参加
した。 生徒の中に現信州大学教授の小林国夫さん
がいた。 沢渡までバス， そ れ以後は歩いた。 五千
尺旅館にはまだランプしかな かった。 槍ケ岳． 大
天井岳 ， 燕岳を通って中房混泉へ下った。 上高地
では， ネットをしまって下さいと注意された。 断
崖にからだをのり だしてとった＜ヤマモンキチョ
ウ， 雷雨の中を追い回してやっととったタカネヒ

カゲなど， 当時の惰景が昨日のことのようにはっ
きりよみがえってくる。 加藤正世氏のはじめられ

小学校時代の前半は， もち竿でセミをとったり， た「毘虫趣味の会」は紙質， 内容共に抜群であっ
ギンヤンマつりであけく れた。 後半は八番線の針
金にかん れいしゃの袋をつけてチ ョウとりに熱中
した。 中学校へ入ってみると， 同級生に二人の虫
きちがいた。 一人は斎藤循理（はじめに甲虫を集
め， 後にガの研究をした）と川瀬英溺（カメムシ

を好み， 後に金沢農試に勤めた）。 この両君とは，
毎日こん虫談話に花を咲かせた。 今とらがって，
浜松市内の方々に林や草原があったので虫も多か
った。 日曜日は自転車や軽便鉄道で近くの山地へ
出かけた。 ギフチ ョウ・オオムラサキ ・ コムラサ
キを発見したり， オオトラフコ ガネ・キョウトア
オハナムグリ ・ウシカメム 、ンを見つけて驚喜した
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た。 私は全国の同好者と盛んにチョウの交換をし
た。 江崎博士からは台湾の高山蝶， 中原和郎博士
からは南米の蝶を頂いたが， 今も書斎の額におさ
められてい る。→「z·EPHYRUS」という蝶専門の
雑誌を知った。 会員は500人足らずで， 年4 回発
行された本は， ぜいたくなほどの豪華版であった。
私が戦時中や戦後の苫しい時代もへこtこれ ず， 今
なおこん虫に情熱を燃やし続け ることができてい
るのは， チ ョウの世界的権威者になられた白水隆
博士を学生時代に知り， 絶えず激励と指導をうけ
たおかげtごと思っている。


